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記 念 講 演 
内田樹さんに決定！ 

 
 

 兵庫保問研の中でみなさんをお迎えするのに素
敵な記念講演にしたいと思い、いろいろな提案や
論議をしてきました。そして、神戸市在住の哲学
研究家で神戸女学院大学名誉教授、京都精華大学
人文学部客員教授であられる内田樹（うちだたつ
る）さんをお迎えして、「転換期に生きる力を育
てる」と題して講演して頂くことになりました。 
             今の世の中でみんな 
            が命を大切にし幸せに 
            生きるヒントを内田さ 
            んと一緒に考えていき 
            ましょう。      
                         
                                  

 
 

集会案内完成しました！ 

 兵庫集会まで５か月をきりました。実行委員会も回を重ね

て、準備も着々と進んできています。さて、集会案内が完成

しました。２月中にはみなさんのお手元に届くように発送準

備をしております。１日目のオープニングでは和太鼓演奏・

先に紹介した内田樹さんの記念講演、歓迎行事として職員有

志による阪神淡路大震災をテーマにした劇「いきる」など、

熱のこもった内容になっています。また、１３の特別講座も

充実、分科会も現在９３本の提案を予定しています。みなさ

まをお迎えする為に準備を整えています。 

 ２月１日９時より、パソコン・スマートフォンで全国保育
問題研究協議会ホームページ（zenhomon.jp)にて、 
集会案内のダウンロード及び第５７回兵庫集会の 
申し込みができますので、是非アクセスしてください。 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

【保育所保育指針について考える 第３回目  
         ～具体的な実例から１０の姿について考える】 
 
 １１月２５日、あすてっぷＫＯＢＥにて行われました。 

保育者だけでなく、保育園運営者や研究者も一緒に疑問や

意見を交換し合いました。...指針では個人対個人、自己責

任、評価につながるように読み取れるけれど、実際の現場

では一人の人格として接し、集団の中で育つこと、それぞ

れの発達や育ってきた環境を考慮しながら毎日が楽しいと

感じて過ごしたりしていることを確認し合いました。 
 また、小学校との連携は一方的なことが多くなってし
まっているけれども、乳児期・幼児期からの発達も踏まえ
ながらお互いに意見交換をして 
の連携が必要である 
ことも話し合われま 
した。 
 

保育講座 

活動報告 
                                          

 

 

 
 

 

 

             

 
 
 
                                       

兵庫集会 
 Ｔシャツ販売のお知らせ 

ライトグリーン/ピーチ/イエロー 
シーブルー/スモークブラック 

〇カラー： 

「兵庫に来る人この指と～まれ！」]を 

  イメージしたＴシャツを販売します。 

            2017年11月22日に神戸親和女子大学 発達教育部 ジュニアスポーツ教育学科長の中瀬古哲さん 
           による「子どもの発達と運動会」をテーマに学習会が行われました。中瀬古さんが追跡研究されて
いるとある園の運動会の映像を見ながら、運動会の在り方についていろいろ考える機会になりました。運動会は子どもの祭
典、おまつりだから楽しくなくては！でも実際はいろいろ楽しい事ばかりではないこともある。 
子どもの本気を引き出すには？やらせについてなど、いろいろな運動会の取り組みの中でどの 
園でもあるであろう葛藤や悩みのポイントについてお話しをきいたり、意見交流をしました。 
今回は技術的な事ではなく、子どもと作り上げる祭典としての何をもって楽しいか、本気から 
生まれる子どもの身体の動きなど、少し側面から見たお話しでした。保育士が子ども像や願い、 
思いを持ちながらの取り組みが大切であるということが伝わってきました。また、便利な生活に 
なり身体の育ちが弱い子に対する援助は難しいのですが、楽しみながらの取り組みが必要だと思 
うなどの感想がありました。聞いた人の心にいろんな思考課題が広がるとてもいい会でした。 

 平安時代に性空上人によってひら
かれ”西の比叡山”とも呼ばれ、多
くの僧侶の修行の場となったお寺。
境内には、今でも弁慶の足跡が残っ
ています。 
   山頂まではロープ―ウェーで。 

 ５８７年、聖徳太子が秦河勝に
命じ仏教を広めるため建立した精
舎が鶴林寺の始まりと伝えられて
います。   
    国宝の[本堂」「太子堂」や、
泥棒が盗み出そうとしたら「アイ
タタ」という観音様の声に驚き改
心したと伝えられている国重要文
化財「金剛聖観音立像」等多くの
文化財を有し、「播磨の法隆寺」
とも呼ばれています。 
 ６月頃境内には、釈迦に縁の
ある菩提樹や沙羅が咲き匂い、
心洗われること間違いなし。   

播磨の古刹  
  刀田山 鶴林寺 

天に舞う白鷺のよう 
に美しい姫路城。 
築城以来400年を超 

える長きにわたり， 

戦火を免れ残った五層七階の姿は、 

未来への遺産として大切に受け継がれて 
います。国内だけでなく、世界中から 

観光に訪れています。 

  

アクセス：姫路駅北側に出ると、真ん前に 
     お城が。お店を見ながらお城を 
     目指すのも楽しいですよ。 

 「一枚、二枚…」  
 城内には、怪談「播州皿
屋敷」の舞台になった「お
菊井戸」もあるんです。 

世界文化遺産 

 姫路城 

国宝ミステリー 

国宝好きさん、  
 この指と～まれ！ 

   
   ａｔ姫路・加古川 

重要文化財の宝庫 

    書写山 圓教寺  


